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次 号 予 告

特　集“初めて”の在宅緩和ケア［準備編］
利用者さんとご家族の最後の時を支える在宅緩和ケアに，今，期待が寄せられています。「住み慣れ
たわが家で」と在宅療養を選択された方に，苦痛なく，安心して暮らしてもらうために，訪問看護と
介護にできることは？　在宅緩和ケアを始める心構えをまとめます。
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編集
後記

●「ターミナルや難病のケアにシフトしていっているようにみえる訪問看護。けれど多職種とのチームケアは今
後も大事なこと。チームケアに ICFの概念は鍵となると思うが，なじんでいないのはなぜ？」との問いかけを
いただいたことが特集のきっかけでした。生活の場で看護する訪問看護師は，その人がその人らしく生活して
いくことの大切さを最もよくわかっている職種であり，だからこそ理解したいICFと思いました。…………伊藤
●新宿区介護サービス事業者協議会にお邪魔しました。地域の多職種100名以上，さらに急性期病院の地域連携部
門の医療職らを招き，互いの状況・悩みが話し合われました。職種・職能によって繁忙時間帯が違うので，連絡のと
りやすい時刻を具体的にしたり，実践的な情報共有がされていました。まず顔を合わせ，互いを知り合うことが連
携の原点と実感。というわけで，来年1号から，執筆者の写真を掲載します（しかも縦書きになるんです）。“顔がみ
える連携”のきっかけの1つになったらいいな。読者のみなさん，誌上にいっぱい顔を出してください。……杉本
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■新シリーズ＜インタビュー＞ケアする人々・1　並河恵美子さん×新井英夫さん
介護現場に“アート”を運ぶ―高齢者に潜在する可能性を引き出す
■特別記事
多職種チームの連携力を高める事例検討会―ケースメソッドを活用した取り組み　中川恵子
■新連載
在宅ホスピス物語・1　病気は不幸をもたらすだけじゃない　櫻井雅代
■連載
訪問看護時事刻々　石田昌宏／在宅ケア もっとやさしく，もっと自由に！　秋山正子／ケースメソッ
ドでステーション経営の頭を鍛える！　小池智子ほか／介護における誤嚥事故の裁判例を読む　平林
勝政ほか／すっきり＆安心アロマ　百々雅子・福島光子／読むことと旅すること　服部祥子／お母さ
んといっしょ　横谷順子

在宅・地域緩和ケアにおける訪問看護・介護の役割は？　中山康子
まずは“あなたの理念”を打ち立てよう
　「在宅ホスピスケア」基準を策定して　二ノ坂保喜
緩和ケアを始めるための最低限，そして最大限の準備　川越博美
【座談会】在宅ホスピス・緩和ケアの魅力と課題
　弘末美佐・扶蘓由起・渡邊美也子
「在宅緩和ケア」に国はどう期待しているか？　山岸暁美
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